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防
災
委
員
会
は
７
部
署
８
名
の
職
員

で
構
成
さ
れ
、
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開

催
し
、
年
２
回
の
防
災
訓
練
を
は
じ
め

院
内
の
防
火
管
理
に
対
す
る
こ
と
や
、

院
内
に
お
け
る
火
災
、
地
震
そ
の
他
の

災
害
の
予
防
と
人
命
の
安
全
、
被
害
の

軽
減
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
２
回
行
う
防
災
訓
練
の
必
要
性
は

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
消
防
隊
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
各
建
物

ご
と
の
職
員
が
消
火
設
備
等
を
活
用
し

て
迅
速
・
的
確
に
人
命
の
保
護
と
災
害

の
拡
大
防
止
を
図
り
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
措
置
が
と
れ
る
よ
う
習
熟
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
「
身
体
で
覚
え
た
こ
と
は
自
然
に
実
行

で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
火
災
等

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
異
常
な
心
理

状
態
と
環
境
の
悪
い
中
で
も
迅
速
・
的

確
な
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
火
災
対
策
の
一
連
の
活
動
を
繰
り
返

し
行
い
、
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

訓
練
の
内
容
に
は

①
通
報
訓
練

　

非
常
用
放
送
設
備
で
館
内
へ
の
連
絡

や
火
災
自
動
通
報
装
置
（
赤
電
話
）
を

使
用
し
て
消
防
署
へ
の
連
絡
を
行
う
。

②
消
火
訓
練

　

建
物
に
設
置
し
て
あ
る
屋
内
消
火
設

備
や
、
消
火
器
な
ど
の
設
置
位
置
や
操

作
方
法
を
習
得
し
、
訓
練
想
定
に
基
づ

き
設
備
等
を
活
用
し
火
炎
の
拡
散
防
止

を
行
う
。

③
避
難
訓
練

　

建
物
内
に
災
害
が
起
こ
っ
た
状
況
を

想
定
し
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
避
難
者

を
迅
速
に
誘
導
し
、
自
力
避
難
が
困
難

の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
適
切
な
搬
送

方
法
で
安
全
な
場
所
へ
誘
導
す
る
。

④
総
合
訓
練

　

巨
大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
や
停
電

を
想
定
し
た
訓
練
、
期
限
切
れ
の
近
づ

い
た
非
常
食
や
備
蓄
水
を
使
用
し
た
炊

き
出
し
訓
練
。

　

日
頃
か
ら
火
災
等
災
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
万
一
火
災

が
発
生
し
た
場
合
に
は
そ
の
被
害
を
最

小
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
の
万
全
の
対

策
を
し
、
消
防
計
画
と
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と
が
、
緊
急
時
の
実
際
の
活

動
現
場
に
お
い
て
円
滑
的
確
に
講
じ
ら

れ
る
よ
う
に
整
備
、
構
築
し
活
動
す
る

こ
と
が
防
災
委
員
会
の
役
割
で
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

防
災
委
員
会

　

前
回
は
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
効
果
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
副
作
用
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

ク
ロ
ザ
ピ
ン
投
与
中
に
も
っ
と
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
副
作
用
は
無

顆
粒
球
症
で
す
。
血
液
は
白
血
球
、
赤

血
球
、
血
小
板
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
白
血
球
は
病
原
菌
と
戦

い
、
体
を
守
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
白

血
球
は
顆
粒
球
、
リ
ン
パ
球
、
単
球
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
顆
粒
球
に

は
、
好
中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
の

３
つ
の
種
類
が
あ
り
、
こ
の
中
で
数
が

も
っ
と
も
多
い
の
は
好
中
球
で
す
。
ク

ロ
ザ
ピ
ン
は
、
白
血
球
の
う
ち
、
体
内

に
入
っ
た
細
菌
を
殺
す
重
要
な
働
き
を

す
る
好
中
球
の
数
を
著
し
く
減
ら
す
こ

と
が
あ
り
、
白
血
球
全
体
の
数
が
著
し

く
減
る
こ
と
を
『
白
血
球
減
少
症
』、
好

中
球
の
数
が
著
し
く
減
る
こ
と
を
『
好

中
球
減
少
症
』
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

好
中
球
を
主
と
し
た
顆
粒
球
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
『
無
顆

粒
球
症
』
と
い
い
ま
す
。

　

無
顆
粒
球
症
が
起
こ
る
と
細
菌
の
感

染
か
ら
体
を
守
る
働
き
が
ほ
と
ん
ど
失

わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
軽
い
感
染
症
に

か
か
っ
た
と
き
で
も
重
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
日
本
で
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
発
売

後
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
ク
ロ
ザ
ピ

ン
を
服
薬
し
た
約
１
％
の
方
に
無
顆
粒

球
症
が
副
作
用
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
無
顆
粒
球
症
を
早
期
に
発
見
し

て
そ
の
危
険
性
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
、
ク
ロ
ザ
リ
ル
（
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の

商
品
名
）
患
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
と
い
う
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ザ

ピ
ン
の
投
与
前
及
び
投
与
中
に
は
定
期

的
な
血
液
検
査
を
必
ず
行
っ
て
白
血
球

数
や
好
中
球
数
を
測
定
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
顆
粒
球
症

の
多
く
は
ク
ロ
ザ
リ
ル
投
与
開
始
後
の

早
い
時
期
に
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ク
ロ
ザ
ピ
ン
は
入

院
し
て
投
与
を
開
始
す
る
こ
と
、
投
与

開
始
後
約
６
ヵ
月
間
は
毎
週
の
採
血
に

よ
る
白
血
球
数
や
好
中
球
数
の
確
認
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
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最
後
に

活
動
内
容

　
『
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の
充
実
』
に
つ

い
て
の
目
標
管
理
は
、
実
に
２
年
か
か
り

で
の
実
践
で
し
た
。
一
昨
年
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
パ
ス
係
と
な
り
、
そ
の
結
果
か
ら
い
か

に
ス
タ
ッ
フ
が
取
り
組
め
る
か
を
考
え
た

時
に
こ
の
目
標
が
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
が
分
か
ら
な
い
』

と
言
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

①
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の
導
入
方
法
と
ス

タ
ッ
フ
指
導

②
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の
工
夫

※
【
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
】
と
は
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
パ
ス
の
一
部
で
（
不
調
の
サ
イ
ン

を
患
者
自
身
が
知
る
為
の
ツ
ー
ル
）

①
の
結
果
と
し
て

　

前
半
・
後
半
合
わ
せ
て
９
名
の
患
者
に

早
期
導
入
実
施
で
き
た
。

　

そ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
外
泊
時
に

用
紙
を
持
参
さ
れ
試
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

た
な
ど
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
共
有
な

ど
振
り
返
り
な
ど
も
行
え
た
。　
　

　

患
者
自
身
の
自
信
や
理
解
に
繋
が
る
と

同
様
、
支
援
者
ス
タ
ッ
フ
も
問
題
点
な
ど

一
緒
に
入
院
時
か
ら
共
有
で
き
解
決
に
向

け
て
の
支
援
が
で
き
た
。

②
の
結
果
と
し
て

　
【
Ｌ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
】
を
活

用
し
実
践
し
た
が
、
分
か
り
や
す
く
な
る

半
面
、
細
分
化
さ
れ
４
枚
に
も
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
深
く
掘
り
下
げ
る
作
業
が

あ
っ
て
よ
り
難
解
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
『
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の
充
実
』
に
向

け
た
２
つ
の
取
り
組
み
に
関
し
て

①
導
入
方
法
の
検
討
→
早
期
に
実
施

　

こ
の
計
画
プ
ラ
ン
は
こ
れ
と
言
っ
た
デ

メ
リ
ッ
ト
も
な
く
、
効
果
の
点
で
は
た
い

へ
ん
高
か
っ
た
。
後
半
ス
タ
ッ
フ
全
体
で

も
か
な
り
実
践
さ
れ
て
い
て
ツ
ー
ル
の
記

載
量
（
情
報
量
）
も
抜
群
に
多
く
な
っ
た
。

②
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の
工
夫

　

基
準
シ
ー
ト
の
工
夫
→
変
更
を
模
索
し

た
が
反
っ
て
難
解
に
な
っ
て
し
ま
い
失
敗

に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
ツ
ー
ル
使
用
に
あ

た
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
か
な
り
熟
知
し
て
い

な
け
れ
ば
説
明
不
十
分
と
な
り
効
果
が
得

ら
れ
に
く
い
と
感
じ
た
。

　

当
院
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
パ
ス
は
、
一
般

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
医
療
者
側

か
ら
の
評
価
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
患
者
と

ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
大
い
に
担
っ
て

い
る
。
そ
し
て
外
来
や
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
「
自
分
評
価
」
に

重
き
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
関
わ

り
で
あ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
《
答
え
を
与
え
る
》
の
で

は
な
く
、患
者
自
身
の《
気
づ
き
を
サ
ポ
ー

ト
》
す
る
事
の
大
切
さ
が
共
感
で
き
た
研

究
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
患
者
に
適
し
た
ク
ラ
イ
シ
ス
プ

ラ
ン
が
い
く
つ
か
あ
れ
ば
、
も
っ
と
よ
い

か
な
と
感
じ
た
。

　

発
表
当
日
、
参
加
で
き
ず
病
棟
リ
ー

ダ
ー
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
こ
と
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

目　
標

課

題

◇敢闘賞◇
Ａ病棟

石川　大典

　
①
に
対
し
て

　

ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
導
入
時
期
を
昨
年

よ
り
も
１
ヶ
月
早
い
段
階
か
ら
始
め
た
。

　
（
以
前
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
パ
ス
Ⅲ
期
の

45
日
後
で
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
パ

ス
Ⅱ
期
の
14
日
後
よ
り
開
始
）

　
前
半
は
担
当
患
者
の
中
で
、「
任
意
入
院

で
自
宅
退
院
す
る
患
者
」５
名
を
選
定
し
た
。

　

実
践
状
況
を
中
間
評
価
し
、
そ
の
評
価

を
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
っ
た
。

　

後
半
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
も
兼
ね
て

一
緒
に
患
者
へ
の
説
明
な
ど
を
実
践
し
活

か
し
て
い
っ
た

②
に
対
し
て

　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
の

病
棟
基
準
シ
ー
ト
が
難
し
い
と
の
声
。

　
（
内
容
の
理
解
・
患
者
へ
の
説
明
の
仕

方
や
方
法
な
ど
の
問
題
）

　

当
院
Ｏ
Ｔ
で
使
用
し
て
い
る
【
Ｌ
Ａ
Ｐ

プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
】
を
代
用
し
て
み
る

こ
と
を
考
え
た
。

考　
察

結　
果

ま
と
め

理　
由

行
動
指
針
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＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

　

大
分
で
開
催
さ
れ
た
年
次
大
会
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
か
ら
成
田
・

清
水
の
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
年
ぶ
り
の
対
面
形
式
で
の
大
会
と
は
い
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
す
。
参
加
者
も
普
段
の
大
会
よ
り
は
や
や
少
な
い
印
象

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、職
種
を
問
わ
ず
志
を
同
じ
く
す
る
会
員
が
一
堂
に
集
ま
り
、

意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
に
は
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
当
院
か
ら
は
、
既
存

デ
イ
ケ
ア
に
お
け
る
リ
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
当
院
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
企
業
と
峡
西
病
院
と
の

連
携
を
考
え
る
研
修
会
」
に
つ
い
て
の
質
問
を
多

く
頂
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め

て
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
年
次
大
会
で
収
穫
し
た

も
の
を
、
日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
還
元

し
て
い
き
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
成
田
・
清
水

【
活
動
曜
日
】
毎
週　
月
曜
日　
午
前

【
活
動
場
所
】
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

【
活
動
内
容
】

　
週
初
め
に
運
動
を
通
し
て
心
と
か
ら
だ
を

整
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
体
調
に
合

わ
せ
て
活
動
の
内
容
を
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
ま
す
。
以
前
は
卓
球
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
ヨ
ガ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
運
動
を
通
し
て
そ
の
効
果
を
体
感
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

プログラム紹介

　 リハビリテーションセンターの見学説明
でプログラムの内容説明を受けましたが、
イメージがわかないものがあります。
活動の見学体験をすることは出来ますか？

　 リハビリテーションセンター利用意向の
有る方であれば、お受けしておりますので、
スタッフにお尋ね下さい。

　FIM（Functional    Independence 
Measure）とは日常生活動作の評価表の
１つであり、誕生してから30年以上の歴史
があります。当院では疾患別リハビリテー
ション、認知症者リハビリテーションを行う
際に作成する計画書の中にFIMが含まれて
います。
　FIMは「現在行っている生活動作」を評価
するのが特徴であり、運動項目（食事、更衣
など）13項、認知項目（理解、記憶など）
５項の全18項目をそれぞれ７点（自立）～
１点（全介助）で採点していきます。
　今回の研修は初級編という事でしたが、
明確な評価基準を学ぶことで、患者様の
状態をより正しく評価出来る様、今後も
評価の精度を上げていきたいと思いました。

リハビリテーション部　田原

FIM研修を受けてきました

リハビリテーション部　研修会報告

日
本
う
つ
病
リ
ワ
ー
ク
協
会

年
次
大
会
参
加
報
告
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　接遇とは、相手が思っていることを考えながら思いやりを持っておもてなしするという意味です。介護
の現場でも、利用者様の尊厳を守るという意味でとても大切なマナーです。
　今年度は、峡西老健の理念「優・友・結」に根ざした人材育成の為、接遇委員会を中心に職員の接遇の
改善や不適切ケアの根絶に取り組んでいます。
　職員個人の接遇に対する意識を向上するために独自のチェックシートや接遇週間などを設け、自分の
接遇マナーについて振り返ってもらう時間を作り再認識しています。
　ご利用者様やご家族様が、その人らしく過ごせるよう、今後も「優・友・結」のケアを心がけていきたい
と思います。

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

接遇委員会紹介

夏祭り日和！
お店もリハの職員が頑張って準備してくれて、

皆戻ってから召し上がっていました。「美味しいよ」と満面の笑顔でした!! 

出
店
が
あ
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て

お
祭
り
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
！
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今回は、きづなグループ　久保志津子さん
におすすめの本を聞きました！

本の題名：一瞬の風になれ
（作者：佐藤多佳子／出版社：講談社／2006年）

●読んだきっかけは？
　中学で陸上を始めた息子が、学校の図書室から借りてきたのがこの本と出会ったきっかけです。３部
３冊と長編ですが、タイトルの「一瞬の風」のようにサァーッと読め、清々しく、前向きになれる青春
陸上小説です。いつでも読み返せるようにと購入しました。

●おすすめのポイントは？
　主人公神谷新二を中心に陸上にかける男子高校生たちの３年間の物語です。新二は高校入学を機に
天才スプリンターの幼なじみと陸上部に入部します。初心者だった新二が努力と練習を重ね、仲間や
他校のライバルと切磋琢磨して成長していきます。３年生になると部長として、短距離走者として、
400ｍリレーメンバーとして、インターハイ出場を目指し、自分の可能性に挑戦していきます。作者が
実際に４年間高校陸上部を取材したことで、レースの緊迫感や大会の臨場感などがとてもリアルに
伝わってきます。登場人物に感情移入したり、息子と重ねたり、自分の学生時代を思い出したりと、
爽快感の中に懐かしさを感じられる作品です。

石
川　
祐
未

　
看
護
師
（
ア
ス
ピ
ー
ル
病
棟
）

◆
趣
味
…
旅
行

◆
好
き
な
食
べ
物
…

ラ
ー
メ
ン
・
焼
肉

◆
好
き
な
有
名
人
…
Ｂ
Ｔ
Ｓ

「患者と医療者のパートナーシップ」指針
■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・医療者のパー
トナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）
・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）
・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。
・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）
・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）
・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）
・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）
・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。
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私
に
は
時
間
を
忘
れ
て
没
頭
出
来
る
様
な
趣

味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

音
楽
鑑
賞
や
映
画
鑑
賞
を
は
じ
め
、
楽
器
演
奏

な
ど
を
主
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
一
番
の
趣
味
は
、
子
供
達
が
興
味
を

も
っ
て
い
る
事
に
興
味
を
持
ち
、
時
間
を
作
っ

て
一
緒
に
行
い
、
今
の
子
供
達
の
世
界
で
流

行
っ
て
い
る
事
が
何
か
な
？ 

と
探
る
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
が
子
供
の
頃
に
流
行
っ
て
い
た
事
を
沢

山
思
い
出
し
、
比
較
し
て
み
て
、
共
通
点
が
あ

る
の
か
、
昔
か
ら
あ
る
遊
び
が
進
化
し
て
、
新

し
い
遊
び
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
、
実
際
に
行

な
っ
て
み
て
発
見
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る

感
じ
で
す
。

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ゲ
ー
ム
な

ど
、
こ
の
世
の
中
に
は
、
様
々
な
遊
び
が
溢
れ

返
っ
て
い
ま
す
。
３
人
の
子
供
が
そ
れ
ぞ
れ
の

嗜
好
で
、
自
分
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
観
を
客
観
的
に
観
察
し
て
い

る
と
、
や
は
り
子
供
は
遊
び
の
天
才
だ
な
と
実

感
し
ま
す
。
大
人
が
想
像
し
な
い
遊
び
方
、
大

人
が
出
来
な
い
発
想
で
物
を
創
り
上
げ
た
り

と
、
子
供
が
大
人
か
ら
学
ぶ
量
よ
り
、
大
人
が

子
供
か
ら
学
ぶ
量
の
方
が
沢
山
あ
る
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
供
達
を
遊
び
の
師
匠
と
し
、

一
緒
に
バ
カ
に
な
り
、
心
の
底
か
ら
大
笑
い
す

る
よ
う
な
事
を
や
り
な
が
ら
、
新
し
い
発
見
を

楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
渡
辺　
敏
夫

　
『
先
生
に
出
し
て
も
ら
っ
た
薬
ね
、
よ
く

効
い
た
の
だ
け
ど
、
副
作
用
が
気
に
な
る

の
。』

　

精
一
杯
気
を
配
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、

屡
々
こ
ん
な
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
使
い
易
い
薬
が
増
え
た
と
は
言

え
、
副
作
用
の
な
い
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
か
に
主
作
用
を
確
保
し
つ
つ
副
作
用
を

抑
え
る
か
は
、
永
遠
の
課
題
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

思
え
ば
学
生
時
代
、
薬
の
副
作
用
を
覚

え
る
の
は
一
苦
労
で
し
た
。
薬
理
学
の
教

授
は
「
機
序
を
理
解
す
れ
ば
簡
単
」
な
ど

と
宣
っ
て
い
ま
し
た
が
、
理
屈
通
り
で
は

な
い
も
の
が
多
く
、
何
度
詰
め
込
ん
で
も

頭
か
ら
零
れ
落
ち
て
い
く
知
識
に
四
苦
八

苦
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
国
家

試
験
に
合
格
し
働
き
始
め
て
以
降
、
同
じ

こ
と
で
苦
し
ん
だ
記
憶
は
不
思
議
と
あ
り

ま
せ
ん
。
眼
前
の
患
者
さ
ん
が
元
の
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
自
分
が
主
治
医
と

し
て
副
作
用
を
考
慮
し
た
治
療
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
、

切
迫
感
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
単
な
る

文
字
列
の
暗
記
で
は
な
く
、
実
体
験
に
即

し
た
、
血
の
通
っ
た
知
識
は
深
く
心
に
刻

ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
体
験
と
い
え
ば
、
先
日
仕
事
を
終
え

帰
宅
し
た
夜
半
、
右
側
背
部
を
人
生
最
大

の
激
痛
が
襲
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
動
脈

解
離
に
違
い
な
い
と
救
急
車
を
呼
び
か
け

た
刹
那
、『
も
し
や
尿
路
結
石
か
も
』
と
思

い
至
り
、
ス
マ
ホ
に
伸
ば
し
た
手
が
止
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
救
急
当
番
は
当
時

の
勤
め
先
で
あ
る
大
学
病
院
。
き
っ
と
同

期
の
医
師
達
に
診
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
苦
心
の
末
、
脂
汗
を
垂
ら
し
て
痛

み
に
耐
え
る
こ
と
を
選
び
（
真
似
し
な
い

で
下
さ
い
）、
翌
朝
一
番
で
泌
尿
器
科
に

駆
け
込
む
と
案
の
定
、
尿
路
結
石
で
し
た
。

尿
管
の
痙
攣
を
鎮
め
排
石
を
促
す
作
用
の

薬
を
処
方
さ
れ
、
や
っ
と
７
日
目
に
排
石

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
激
痛
と
並
ん
で

苦
し
め
ら
れ
た
の
が
便
秘
症
状
で
し
た
。

実
は
そ
の
薬
に
は
、
腸
の
蠕
動
を
抑
え
て

便
秘
を
生
じ
る
副
作
用
が
あ
っ
た
の
で
す
。

身
を
も
っ
て
そ
の
辛
さ
を
知
り
、
今
後
の

診
療
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
副
作
用
に
も

気
を
配
っ
て
い
こ
う
と
改
め
て
決
意
さ
せ

ら
れ
る
一
件
で
し
た
。

診
療
グ
ル
ー
プ　
西
澤　
　
窯

　

今
年
の
４
月
に
引
っ
越
し
を

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
実
家
を
出
る
機

会
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
居
心

地
が
と
ん
で
も
な
く
良
く
利
便

性
に
富
ん
で
い
た
の
で
な
ん
と

な
く
恩
恵
を
享
受
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
怠
惰
な
日
々
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
の
は
本
当
に
突

然
だ
っ
た
。
何
が
あ
っ
た
の
か
は

伏
せ
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
わ
た
し

の
行
動
は
素
早
か
っ
た
。「
○
○

市
、
賃
貸
、
ペ
ッ
ト
可
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
サ
イ
ト
で

駆
使
し
内
見
予
約
を
取
り
付
け
、

一
件
目
で
「
こ
こ
に
し
ま
す
」。

　

そ
う
し
て
い
ざ
入
居
す
る
と
、

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
物
の

多
さ
に
驚
い
た
。

　

実
家
に
い
た
頃
は
ミ
ニ
マ
リ

ス
ト
に
憧
れ
て
床
に
は
寝
具
以

外
な
に
も
置
か
な
い
生
活
を
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
が
、
新
居
は

ど
う
だ
。
床
が
冷
た
い
か
ら
と
ラ

グ
を
敷
き
、
引
っ
越
し
祝
い
で
も

ら
っ
た
大
き
な
観
葉
植
物
な
ん

か
置
い
た
り
し
て
。
ま
た
家
具
や

家
電
、
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
。
キ
ッ

チ
ン
ラ
ッ
ク
に
ゴ
ミ
箱
と
あ
れ

や
こ
れ
や
…
…
。
居
心
地
の
良
い

空
間
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
物
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

今
で
は
余
裕
が
生
ま
れ
て
自

分
の
城
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。　
　
（
さ
）
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※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

８日
外来ケアプロセス会議

13日
クリニカルパス委員会
治療プログラム委員会

25日
高齢者プロジェクト

10月
フ
レ
ン
ズ
花
壇
園
芸
サ
ー
ク
ル
の

看
板
で
す
。

花
壇
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、

足
を
止
め
て
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

息
止
め
て
指
を
く
る
く
る
と
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坂
　
克
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秋
め
く
や
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た
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て
カ
レ
ー
ラ
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今
福
　
和
人

ス
マ
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に
て
ポ
ッ
プ
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ね

ホ
ッ
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と
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阪
本
み
ず
ほ

何
時
の
間
に
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を
飾
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し
と
ん
ぼ
か
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塚
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光
明

赤
と
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ぼ
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の
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で
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保
坂
五
十
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新し
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が
よ
く
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